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静岡県安倍川上流大河内)11流域の地質

工藤周
来

安 倍 川 上 流部砂防工事国為 .IU量省中部建設局静商工事事務所由要請正 よ

り，静岡大牢地竿故室員四手で ，同 地域国崩壊 ・縦統制査 Eび地質制査が 行

(3.4.5.6) 
われてきた. 本報告 は.安倍郡梅ケ島村 揚 ノ 諜 か ら 同 郡 大 河 内 村 平

野 K 至る大河内111!竃滅的踏査白結果でゐる.

制査は 1 9 5 9年 1 0月 IC行った a 野外割高査 ICめた。ては.建殴省堀田技

官(当時中部創出方建設局静岡工事事務所 〉に便貨 を針ヲて いた だい た. また

貰科目監理と考察 ICあた。ては .本地理歓室田飯島 鱒章助教授ならび に萩野

嗣人氏正援助をいただいた.共 K 紙上を借り て， 厚 t御礼申 し上げる.

1.地形

大 河 内 川 流域は赤石山地田前 山で<bる身延山地田中央 児位置す る.身延山

砲は.静岡県田北部で赤石111砲と接'-'.模状田谷をつ tる。 E田谷町東を限

る白が ，南 北 1ζ 走る十枚山ー真官官士山ー飽爪μJーしずはた山田山慣でゐり ，

Eれ児平行。ζ走って.谷田砲を限る白が.笹山ー劃IJff轟白山績である.向也域

白歯寄りは南下する 田 が ，大河内川である. cれら の南北性回大地m>は .南

北性白地質構造を車襲。E反映してい る . cれは小地blC対してもゐてはまり

安倍川 K注 f宜流は す べて 'J、き な 償容であり .地形図 でInsequentIC見え

る択も.型住際は.横谷と縦谷田 tり返しを行，ている.

河 各 E出山静は壮年闘を示す.安倍川右岸二王山ー 見月山山稜 では.高度

約 1.1 0 0"，附i丘K 山 頂 平 担 罰 が 見られる。安倍川左岸田 十段 奥富士山山稜

では.平担聞は嗣著ではない。しかし，高位段丘 IC基 t平担面は，左F韓民自

み毘られる.また左岸では瀬戸川県層群と憶爪層群と回附 IC.岩質回途 いに
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よる差別侵産が且られる。すなわち.瀬戸川累膚分布地紙はかなり開折田進

んだ，ゆるやかな地形を呈するが.砲爪lIt群骨布地域は高綾な地診を呈する

両者四 境界には滝・連急点が並ぶ.

現安倍)11IC治ョて，新旧二 群 D段丘が存在する。旧期白も自は大河内村以

南任発達し.現河床から高差 18 0 m内外白色白と，高差 a0 - 40臨白も

申とがある " 低位田も白は.一部俊生段丘である 。 新制目色白は悔 16.7 

世制回大事事崩れ田崩桜花基 tも回で，梅，..島村中部比布いて，鎖著でゐる.

〈本地獄 で は は ヲ き り し な い o )侮グ島赤水正担いて，高差 7 0略 IC達する.

大河内川流肢は.そ田滋涜由¥IC .日本三大樹れ回一つである大谷崩れを有

し.荒廃地紙が目立つ。本調査田きヲかげとなった崩壊も本漉域回みで数 1

o 0タ閉rを数える。

2.地質徴税

本地獄及 u'筒辺町従来回調査は.上流部四砂防工事由主品目蹟料をはじめと

し . 本地学教室田卒業研究論 宜{要釈 IR.9).小池消氏自研究(101など多

数回報文がある.また静倒ー糸魚川構造線 Eびフ."サ・マグナなど四造構

造運動 白問題 IC拠速して，小池清氏1111・松田時彦氏(凶.伊国一義氏(日)等回報

文もある.

本地域は，西南日本，四万十横田東端正位猷し，瀬戸川県層群(古第三系〉

と砲爪層群(新第三果〉及び段丘礁周囲が分布する.

本地減目瀬戸川果層群は頁岩 Eび砂頁互勝を主とし.今回目制査で南隣崎

域と田 つ な が り が よ り は っ きりした。

施 爪層群は祖国岩質火砕岩Eび酸性火砕岩を主とし.下十枚山一英首士山

田凶徹をつ〈る。

瀬 戸川累層群と髄爪層群と D関係は断層白ため不明. L.田断層は西へ傾 t

衝上断周でi1Jり.大河内断層と名づりられた。 (61

甑 戸川里層Z青Eび龍爪層群は共 IC南北佐田構造を也つ.瀬戸川集局群由一

般傾斜 は日とんど垂直であり.慨して東が上である(数ケ所では逆〉 。 瀬戸

川里婚は等斜視曲をなしていると言われているが.一見単斜構造田感じであ

る.骨量爪層群は約 5O'で酋へ 傾 き . 地 層 田 上 部 は 東 で あ る ( 仁 田 地 峨 では逆

転が行われている。
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本地 坂田 第四系としては段丘磯層がある。古安倍川 ICもと f{高位段丘軍事

層と現安倍川正もとず〈低位段丘白礁周がある.

本地域白眉序は下回通りで'"る.

低位段丘磁層

高位段丘磁周

飽爪層群

. ~陸部沢川層群 (新称〉
瀬戸川累層群 t

、大河内川膚群

本 地 紙 正 担いては，瀬戸川累層群中正相いても史民活動が見られる.聴爪

膚群は大部舟火砕岩から成 9 ている.瀬戸川累属都中田火成岩は包面岩質玄

武 岩 質 で め り.いわゆるグ 9ーソタフ造山運動回さきがりと見る E とができ

る.両層群とも遊入活動を伴う.

3.地 質 各 鎗

A‘ 堆拘置岩

書1.大河内川層群(兼高靖之氏等白 湯ノ森層群141.鈴木忠夫氏申上落合層群

N.U見月山層群(81.工藤轡白中平層群(dl)梅ケ 島村由中央部田大部分 .大河

内村田菌学分を占める.大部分頁岩とIIJ.い砂岩層からなる.揖ノ議以北では

a本田 氏成岩顕 在はさむ〈 湯ノ森 氏成岩と名づり .奇岩体庄西より a-h田

22号をつ吋る. )また樽い石灰岩もめる.一般走向は Nl00_20・E:70W 

で.大局的圧は東が上部である.製式地は北沢以北田大河内川丑四番々田沢.

頁岩・黒色 . 片 理 よ 〈 発 達 し 千歓岩質 o 1 0 cm内 外 四 砂 岩 と 田 互 層 も 見 ら

れる .時 IC石灰質ノ ジュール を有する. 方解石石英脈白活動も著しい・また

中平附近目頁岩は νγ ズ状白黒色細粒砂岩をしば Uばはさむ.

砂岩層:中 平附近 IC担いては 1.50 0栴内外田厚さを有する.南郷へはほ

ぼ同じ厚きで 畿 { が 北 部 へ 行 {ICつれて厚さを減じ.入島トンネル附近で 4

o 0略。関之択では火成岩・ . f問。E数冊目砂岩層が存在する田みである・

Eれより北では砂岩膚は消失する.

砂岩田主要部分は塊状背灰色中粒砂岩.通常釣 2'" (時児数院に Eぷ〉白

砂岩が数・・四頁岩と互膚する.北部へ行{ICつれて砂岩陪細粧となり，頁岩

が多 tなる.また砂岩中には偽礁 ではない扇平な頁皆様が混事ヲている.中

-20-



、

平田南では中藤岩(構成物は径 1cm (.らい白石英Eび頁岩〉が出現する。鏡

下では大量君影と色民不ぞろい目角ぱ 。 t 石英多量と斜畏石1>量 とからなる.

E 白砂岩届は東白頁岩 とは互層漸替で.西田頁岩 とはやや急嵐広境される.

砂岩中田 位度 目変 化か ら. 東が上と推定する.

石灰岩 湯ノ森北方 300叫 IC.薄い石英岩が露出する。また梅ケ島 村中

ノ段附近では ，石灰質頁岩中 目 亀 裂 正 ア ラ ν石が品出している . c.白アラレ

石は厚き 1=田 結 晶 層 を なす.平野対岸不動掩附近から芋池沢児かりて.頁

岩中。E珪岩と石灰岩白紙互層がみられる.互層は 1恥「らい田厚さ .告単層

は 5-1 Ocmo 珪岩は黒色，石灰宕は灰色.いずれ也生勧起源とは思えな い・

曹 2.~節沢川層群(工藤等目下村層欝模式地大河内村熱都沢及び同黒沢 〉大

河内川層群田頁岩から.己申地減としては比較的やわらかな組組砂岩へ忽厳

正事る.南部田大河内村横山対岩1101.静岡市湯ケ島では.頁岩 田俊企画由上

ι基底礁岩をはきんで E白砂岩が出裂している. c.回層群は大河内川届訴に

比べて.岩相変化。ζ宮み.砂岩田他砂岩頁岩互層，磁岩 ，石灰岩 ，玄武岩，

凝 灰 岩からなる.一般走向は大河内村北部で N5.E 侮グ島 南 都 で N1 O.W 

傾斜は垂直 a

梅タ島村南部Eび大河内吋 北部で斑蛎岩児遊入される.

砂岩層・平野田大河内川治 ぃ . 本 均 域 南 隣 国 白 色 砂 岩 だ が . 平 野 で は 鉄僻

色白血担砂岩.塊状.問村下付では告単膚が事事 tなり.クロスラ S ナを生ず

る.鏡下では不定形四角ば。た石英粒多数.他。E斜 長 石 . 白 蜜 母 . 緑 色鉱物

命、らなる.

砂岩頁岩互層 砂岩は νンズ状児はさまれ頁岩勝ちである .共児 数 cm-lO

m ぐらいで互腸する.東へ符〈につれて砂岩が滅る.砂岩は，鏡下ではか t

ば。た等粧〈片岡前後〉白石英位田みからなる固また砂省中!(はしばしば

層閣に直角な節理があヲて. 石 英 が そ れ を 満 た し て い る . 己 申 塙 合 石 英は砂

岩をはさむ頁岩中へは決して伸($て行かない.

玄武岩:南沢中流では玄武岩田角直曜が露出し.黒沢，白沢では貧緑色白粘

叡岩質 凝 灰 岩 と な っ て い る .鏡下では普通輝石Eびピジ.，，(?)輝石を飽

める.緑色鉱般が生じている e

石灰岩.静岡市横山から報告されたいわゆ<1' discocyclir.a， 石灰岩田
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北部延長である.ただし.平野南方田中尾択では 20".厚白石灰岩が破飽き

れているが.本地域では黒沢民 2栴岸田 νγ ズ状石灰岩が分布する色白であ

る. c.白石灰岩は方解石が粒状をな Uて入。ている.化石は未発見.

機岩層:黒沢中流 It'"る様岩は黒色頁岩田石基中に数cm(最大 2 0 CJIl 】由

花闘岩. (書量.新鮮〉珪石・砂岩田亙角様が入。ている. c.白礁岩は黒沢

では巾 s酷.黒部沢川では巾 1.5"'.園高代川では転石田み.他 Itモら豆大田

禍邑砂岩田円疎からなる襖岩が数胸'"る.黒部沢 111.黒沢.白沢.圏直代川な

どItI面出.

白色横灰岩種領'"る.一種頬は下村附涯に置する.灰白色.通常 2 • 

3m由厚き. 2 m f(遣したも田 z枚.いずれも数 10珊~叡鴨レIi>続かない.

もう一種娘は天神掩附近で観療.白色でやわらかい【概本として採集後 1 ゲ

月でひび割れを生 Uて崩穫した). 5揖 l事き白色白 1枚 2幅厚さ白色白 2

枚'"る. c.白書陸灰岩層より東は 60冊ほど，頁岩が灰色とな。 τいる.

5 8随爪層群【小池情 19 5 7 )従来大井川層群と呼び慣れてきた由である

が.志京地方自大弁川層群Itは良成活動もめまり見られず.本地域 K みられ

るような史民活動は bしろ.書真層群。E対比した方が自然である E とを宥え

対比四畳軒がそろうまで.大井川層群という名称を採用しない E と圧した.

また志太地方正担げる大井川層群と倉真層群と回関係Itついても問者は同時

易相である~)と由続もある.

穂爪膚曹は各種目包薗岩獄Eび流敏岩など申画面性火砕告からなる. c.れら

は時 It砂岩.頁岩顛と互層する(黒沢上流).本地鼠白書E爪 11"はアルカ"

斑紡宕.持岩 .a砕斑蛎岩.輝緑岩Eび担商岩庄選入される.前回二つ田岩

体は大河内断層 It栂， τ分布している.

祖国岩瀬:本地域では真富士山など白山債をつ 4り.南へ伸びて簡爪山・

しずはた山・・・・と鍵¥.組面玄武岩.Iil.面安山岩.祖師岩.玄~岩など四熔

岩Eぴ火砕岩からなる.組商岩瀬田北限では頁岩と租面玄武岩田互居 E昏 単

周 1隅〉がみられる.頁岩は下都民うすい砂岩〈重量ClIl)があり.火山岩田'"

る膚は下鹿児急冷辺が昆られ.ある周回.下部は角軍事榛灰岩で上部は熔岩と

な9 ている。頁岩と由境界ははヲきちしている.

程圏玄武岩:暗緑色白石基児白色斑晶が不規則に密集.鏡下では斑晶とし
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て長石〈ソーダ IC官 b斜 長 石) .単斜輝石〈普通輝石?】モ田他エジ1}:，t . 

磁鉄鉱がmめられる.

粗商安山岩:波青色ないし担提案色目石韮をもち ."JJラス貨である.斑晶は

中性長石.有色鉱敏は変質してしまっている.

組出岩 .緑褐色白石基.密集した長石斑品は細長¥ .給郭がはっきりして

いる .有 色鉱敏なし.

玄武岩:角礁凝灰岩.気孔をもち，光沢田める黒色ないし紫色白角様~火

山礁が緑色白租面玄武岩質榛灰岩で国結きれている.申書はガラス質石基から

なり.斜長石田針状結晶がちらばヲている.少量の普通商事石もある.気孔 It

は務石.ゐられ石，石英が満ちている.礁が少〈なると，風化面は白色.新

鮮函は談背色白ガラス質構灰岩〈小池 19 4 7 )となる.上下回火山岩とは

働移的でめる a

頁岩;呆色，塊状でかたい.

敵性火砕岩類:流鉱岩を主体とし.真富士山北方から.下十枚山(d. 1 7 

3 2 .3)まで四山磁をつ tる。 (上十枚山 E ・1719))は品部沢川層群

IC嵐すし〉組薗岩類と由関係は圧砕斑婿岩田遊入などで不明.下都民角輯i

通量灰岩 .上自1Iζ 流鉱岩田信岩 .c.白岩体は盤面岩 IC貫入されている.

感性火砕岩 県都沢川 正賞出する.呆色及び緑色目斑点をもづやわらか 4

祖維な緑白色白凝灰岩が主体.画監は淡柴色ないし波縁色町流紋岩で上部へ符

tほど書 t大量 tなる.

流紋岩.ガラス質様緑色白石基 IC高温石英普通角閃石田斑晶が肉眼で臨め

られる.岩体回大部卦は熔岩であるが一部広石英斑岩.また一部は下位四火

砕岩中へ賀入して岩脈(巾 2幅.ガラス質黒色岩。斑晶ば普通角閃石〉

寄会段丘磁崩

段丘は高位段丘と低位段丘とがめる.高位段丘は .900".附近由も白と

600略的近白色申とがある.厚さ不明.県輯沢川中流では.大井川層群由

頁岩田上に.急斜した醸層ー緑白色目荷量灰質粘土IC充模された E骨岩.粗面岩磯

町が垂直 IC見かり上 2 0 略目~ .そ田上 IC水平な砂層 E び穣届(際は組商岩

類 .砂岩〉が出現し厚さは不倒.低位段丘は現安倍川正泊ヲた 色白で，平野

では.県部沢川層群白砂岩田上。C10mほど礁膚が由っている .中平，渡附
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近では.砂層粘土崩が見られる。

B.火成岩

量E揚ノ森氏成岩瀬

本調査地揖白北阪である闘之沢Eび三郷川 .c好信出がある.緑色申火砕岩

Eび .ζ れへ盛入する蹄緑岩担よび変斑繍岩からなる.揖ノ議附近では. 8 

本田岩体が臨められ.西より ah -t..と名付りる aι 白うち二王山.圏直代川

附近まで伸びる回・は c.t..田みで<tる.地域外忙なるが. c.白岩体田北限は

安倍峠附近でめる.

岩体 cは.北部では緑色玄武岩{オ，}ープ石田仮像をもっ〉田熔岩角礁を

含むが.二王山附近では.大部分，変斑帯岩からなり，モ白中 K斧石.ダト

一石.ダンプリ石，石綿，そ田他より成る Veinがゐる.岩体田周囲は.緑

色頁岩があり，石灰貨となっているfを白ぞ t他白岩体は.貫入岩を伴う.

岩体fは.安凶岩質火山礁凝灰岩田みからなる.

æ施時岩は鏡下では.ソーシ~ -，レ石化した長石.普通輝石からなる.

Fissureを方解石脈が満たす。

曹z白沢斑車時岩・瀬戸川累膚群Eび穂爪層群へ遊入し. 4つ田岩体をなす.

瀬戸川累鵬群中へ遊入したも白は際成岩相〈租位)で藤代111中流にみられ.

飽爪層群へ遊入したも田は半深成岩相でめる.

主要構成鉱物は.中盤~曹灰長石.普通輝石.モ由他.石英.磁鉄鉱な E

である.緑色鉱骨を生じている.

雪8.黒沢扮岩:酸性火砕岩獄.流依岩などをXenoli世1として持ち.不均質.

斑晶は.斜長石，石英.石基は徴斑品.有色鉱輸は変質してしま 9 て見あた

らない.

大河内断胞に接する部分は.破砕されている.

書4モ田他.短蘭岩，流敏治体中:&[1・大河内断層と白沢斑務岩体と田中間目

ニヶ所。E遊入.背白色.鏡下では，アルカリ長石田小さな斑品目み脇められ

た.

庄砕斑紡岩:白沢斑務先苦体申周辺相と恩われる.組面岩煩を，岩体中正取

り込み.火砕岩田ような外見を与える.砕げた長石田斑品な Eを持つ.

輝緑岩:包面岩獄中 .c.一見，周囲白岩体と漸移的な劇係 IC見える.県色
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ち密斑晶は曹灰長石.

4.構造

瀬戸川果層群は.全般 IC激し 4もまれ.いわゆる'無飽，な頁岩白書量目

存荏は.構造田推定をより.園是正している.は 9 曇りしている白は.1.規

伎は不闘だが，とにか t等斜楕曲が行なわれている. 2.大局的K東ほど上で

める.由 2点である。

砲爪層群島.周回直巳乏しい火砕岩な田で.推定圧困簸を伴うが.東花上部

を向り.逆転している単斜構造でめろう.鶴爪層群下車E回遊入岩体は，いわ

ゆる飽爪隆起横田隆起に関係白あるも田でゐゐうが，構造と回関係は不問.

瀬戸川l 果層群と施爪層群と申関係は，僻岡市西南方では.不整合であ~ . 

'*'地域で色モれが予恕されたが断層{大前内断層〉田為不明.大河内断層は

瀕戸川泉層群が飽爪層群に白し上げた衝上断層である.磁砕曹は 1- 2悔"
Eび粘土及び.もめて黄緑色にな，た岩層からなる.断層白走向傾斜は.天

神滝でNIO"W:60"W. 黒沢では NS・60oW.車代川では NIO.W:80・
W.楓戸川累層群は東南 IC向。て衝上している乙とが擦痕から宮える.

5. 対比.年代

'*'地紙からは化:Qを発見していない由で，指1111.び届序から対比を行う.

大河内川層群は.師岡市足A保田Limasp.量産する滝沢層群と対比する.

塩基性火成活動は，両層群 6ζ 且られる.黒部沢川層群回膚序は複式地で回天

徳寺層群忙期似している.また本地域と静岡市足久保とは層位前にも.一連

回も申として扱.;c.とができる.

穂爪層群は特に火成活動目点から他由グ I} _ :/タ 7 地援と対比で曇，中新

世古期であゐう.黒沢跨岩を他白地織田石英閃緑岩〈中新世中期正道入〉と

対比したい.

大河内断層由形成はフ.7サマグナ南部四他国断層と同¥j( .鮮新世末か

洪積世初 期 で あ ろ う .

したが 9 て高位段丘軍事層は洪lJIt世新期【)2か ).)IC.低位段丘は沖積世

田める時期 K形成されたも田であろう.
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支 献

(1)望月勝海編「静岡県白地質」静岡県 (1956)

(2)楓山次郎 「日本地方地質草・中部地方」翻意書庖 (1958)

(3)笠原芳雄他 2名『安倍川上棟大容川澱域田地質」抱掌しずはた 12骨 (1957)

PP9-18 

1剖兼高靖之他 4名 f安倍川上涜地紙勉質調査J地牢しずはた 15号 (1957)

PP 1 ~ 1-16 

(6)鈴木隆夫他 2名「安倍川上波陀見られる結氷風穴について」砲金詳しずはた17号

【1958)PP21-28

l刷工藤間ー他 2者「静岡時皆情郡大河内村中部白地質〈予報)J地牢しずはた 20号

【1959)PPI7-23

(川松本修一 「真富士山ルートマァプJ地竿しずはた 1号(l953)PP14-17

(8)鈴木忠夫 「静岡県安倍都中河内川上流流域白地質J地牢しずはた 19号 (1959)

PP23-31 

(0)成 額 逮 郎 「附湖県安倍郡大前内村真官主J.j附近目Jil!質J泡芋しずはた 22骨 (1960)

PP15-19 

伽'IKoi瓦e.K rGeology of泣leO~õcbi District.Shizuoka Pref-j 

東大進蛤 (1947)

(1l1小池 消 「南関東白剤繊構造発達史(~繭) J地球科学 34号(1957)

PP1-1 B 

(12.)松田時彦 「富士川第三栗田後背地と造構史J泊質雑766(1959) P439 

1日)伊国一普 「所澗『中央地帯償』南西部白地質構造」京都大学顔学部羊術報告4

( 1945)PP1-

側氏家 宏，井上祥子「静岡県三笠堆積盆地白地質と徴古生依田研究J地質雑 766

P489 

恒i町田 洋 『安倍川上古車部田堆積段丘一荒廃山地にみられる急速な地形変他国一例J

地塑腎 32(1959)PPo20-531 
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郎

沢

砂岩頁岩互層

岩E瞳

瀬)11 

膚

石灰岩

玄武岩

圏

団

四

回

倒凡図

区~L低雌丘

区EH高雌丘

四

質地

戸

111 
群

果

岩砂

層

群

大

河

川

層

群

火成岩(揚之森〉

白

圃

図

租商岩(:11(入岩〉

図
斑務省〈探成相〉

E骨岩〈黒沢〉

岩砂
胞

爪

層

群

涜鉱岩

図

図

図 岩

層

頁

断回

酸性火砕岩

祖商岩類回

記

今回 23号を出すK当り原稿を寄せ御協力頂きました先生始時先輩由皆様足感謝霊堂します.

四月以来安保問題，アイタ筋目等比闘して大胤が吹主主(? • 5月28日正はチ P地震によ

る樟波が起Eり翌日東北日本一暢1<:押寄せ百告を越える死者と大被嘗をもたら Uた.地震由た

後集縞

刷 ζチPでは休刈ljも噴火し新火山が出来たと盲われています.同じ環太平洋地震智1<:ibる設

国広島 E由様な事がないとは言切れず油断は由来ません.

5月にはソビエト由宇宙船打上げが成功し.R月 19日アメリカがディスカバラーよりカ

プセル分離正成功すれば翌日 yピエト が宇宙船二号を地球児回収する事K成功し，宇宙へ白

発展は着々と進んでいます.

主今年は台風目当り年と見え既ICl8号迄も発生して担り.1:白と Eろ連日天気図。<:5つも白

台風が笹かれτいました.今蓮田と Eゐ台風ICよる後書はあまり出τいまぜんが.9月巴入る

と本格的な台風シーズシ圧なります.今年は台風圧よる被容が少ない事を期待しています.

次号しずはた 24号白原稿〆切は 11月30日です.皆様四御投稿を担願ぃ致します.

8月 31日 教育 1年 S.UCHIDA 
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